
(57)【要約】

【課題】衣類のアンバランスによる振動や異常音を未然

に防ぐとともに安価な洗濯機を提供する。

【解決手段】振動検知部１８は、２次巻線２２が、第１

の出力検出回路部２６を介して制御手段１１に連結され

るとともに、第１の出力検出回路部２６と制御手段１１

の間は、連結されたその一部を分岐し第２の出力検出回

路部２７を介して制御手段１１と連結されるように構成

しているので、１つの２次巻線２２にて、回転ドラム１

を内包した受け筒３の振動および上下変位を精度よく検

知し、脱水工程で異常振動が起きるような衣類のアンバ

ランスによる振動や異常音を未然に防ぐことができると

ともに、回転ドラムの少ない下への沈み込みによる変位

でも、第２の出力検出回路部の出力電圧により、投入さ

れた洗濯物の量の検知も行うことができる。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
衣 類 を 収 納 し 略 水 平 方 向 ま た は 傾 斜 方 向 に 回 転 中 心 軸 を 有 す る 回 転 ド ラ ム と 、 前 記 回 転 ド
ラ ム を 回 転 自 在 に 内 包 し か つ 洗 濯 機 本 体 内 に 揺 動 可 能 に 支 持 さ れ た 受 け 筒 と 、 前 記 受 け 筒
を 支 持 す る 支 持 金 具 と 、 前 記 洗 濯 機 本 体 を 支 え る 洗 濯 機 底 部 と 、 前 記 回 転 ド ラ ム を 回 転 駆
動 す る モ ー タ と 、 前 記 支 持 金 具 と 前 記 洗 濯 機 底 部 と の 間 に 設 け ら れ 前 記 受 け 筒 の 振 動 を 検
知 す る 振 動 検 知 部 と 、 前 記 振 動 検 知 部 か ら の 出 力 を 入 力 し 前 記 モ ー タ 等 を 制 御 す る 制 御 手
段 と を 備 え 、 前 記 振 動 検 知 部 は 、 少 な く と も １ 次 巻 線 、 ２ 次 巻 線 お よ び 磁 性 体 と で 構 成 さ
れ 、 前 記 １ 次 巻 線 は 、 所 定 の 電 圧 の 波 形 を 入 力 す る 波 形 入 力 回 路 が 連 結 さ れ 、 前 記 ２ 次 巻
線 は 、 第 １ の 出 力 検 出 回 路 部 を 介 し て 前 記 制 御 手 段 に 連 結 さ れ る と と も に 、 前 記 第 １ の 出
力 検 出 回 路 部 と 前 記 制 御 手 段 の 間 は 、 連 結 さ れ た そ の 一 部 を 分 岐 し 第 ２ の 出 力 検 出 回 路 部
を 介 し て 前 記 制 御 手 段 と 連 結 さ れ る よ う に 構 成 し た 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ２ 】
振 動 検 知 部 の 出 力 の ２ 次 巻 線 は 、 入 力 の １ 次 巻 線 と 略 同 軸 状 に 配 さ れ 、 軸 状 の 磁 性 体 は 、
前 記 １ 次 巻 線 お よ び ２ 次 巻 線 を 貫 き 、 か つ 移 動 自 在 に 配 さ れ る よ う 構 成 し た 請 求 項 １ に 記
載 の 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ３ 】
第 １ の 出 力 検 出 回 路 部 は 、 整 流 回 路 と 平 滑 回 路 と を 有 し 、 第 ２ の 出 力 検 出 回 路 部 は 、 増 幅
回 路 と 平 滑 回 路 と を 有 す る よ う に 構 成 さ れ た 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ４ 】
第 ２ の 出 力 検 出 回 路 部 を 構 成 す る 増 幅 回 路 の 回 路 電 源 電 圧 は 、 洗 濯 機 の 動 作 を 設 定 す る 入
力 設 定 手 段 に 使 わ れ る マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の 回 路 電 源 電 圧 よ り １ ． ５ Ｖ 以 上 高 い 電 圧 と
な る よ う に 構 成 し た 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 洗 濯 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 略 水 平 方 向 ま た は 傾 斜 方 向 に 回 転 中 心 軸 を 有 す る 回 転 ド ラ ム 内 に 衣 類 を 収 納
し 、 洗 濯 、 す す ぎ 、 脱 水 を 行 う 洗 濯 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 洗 濯 機 は 、 衣 類 を 収 納 し 略 水 平 方 向 ま た は 傾 斜 方 向 に 回 転 中 心 軸 を 有 す る 回 転 ド
ラ ム と 、 こ の 回 転 ド ラ ム を 内 包 し 洗 濯 機 本 体 に 適 宜 な 支 持 手 段 を 介 し て 支 持 さ れ る 受 け 筒
と 、 受 け 筒 を 支 持 す る 支 持 金 具 と 、 洗 濯 機 本 体 を 支 え る 洗 濯 機 底 部 と 、 回 転 ド ラ ム を 駆 動
す る モ ー タ と 、 洗 濯 機 の 動 作 を 設 定 す る 入 力 設 定 手 段 と 、 そ の 入 力 設 定 手 段 に よ り 設 定 さ
れ た 洗 濯 動 作 の 制 御 と モ ー タ の 制 御 を 行 う 制 御 手 段 と を 備 え て お り 、 こ れ ら の 制 御 に よ り
洗 濯 、 す す ぎ 、 脱 水 と い う 行 程 を き め 細 く 制 御 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 洗 濯 工 程 か ら 脱 水 工 程 に い た る 時 、 回 転 ド ラ ム 内 に は 洗 濯 工 程 を 終 え て 水
を 含 ん だ 衣 類 が 入 っ て お り 、 こ れ ら を 脱 水 す る た め に 回 転 ド ラ ム を 回 転 す る が 、 衣 類 の 種
類 や 生 地 あ る い は 形 状 に よ り 、 衣 類 が 脱 水 工 程 の 回 転 運 動 に 対 し 、 ア ン バ ラ ン ス に な り 、
回 転 ド ラ ム な ど が 大 き く 振 動 し 、 騒 音 を 発 生 さ せ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ の た め 、 洗 濯 機 の 脱 水 工 程 に お け る 異 常 振 動 を 検 出 す る 方 法 と し て 、 衣 類 と 洗 濯 液 を
入 れ て 回 転 す る 回 転 ド ラ ム を 内 枠 に 回 転 し 得 る よ う に 支 持 し 、 そ の 内 枠 を 洗 濯 機 の 外 枠 に
バ ネ 等 の 緩 衝 機 構 に よ っ て 支 持 し 、 内 枠 の 機 械 的 振 動 を 外 枠 に 設 け た 振 動 検 出 器 に よ っ て
検 出 す る 方 法 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ に よ る と 、 脱 水 工 程 で は 、 ま ず 、 モ ー タ の 低 速 回 転 で 回 転 ド ラ ム を 回 転 す る こ と に
よ る 遠 心 力 に よ り 衣 類 を 回 転 ド ラ ム の 内 側 壁 に 均 一 に 張 り 付 け る バ ラ ン ス 取 り 行 程 を 行 い
、 そ の 後 、 回 転 ド ラ ム を 高 速 回 転 さ せ て 脱 水 工 程 を 行 う 。 そ の 途 中 で 異 常 振 動 が 発 生 す る
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と 回 転 ド ラ ム を 停 止 さ せ る と い う も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 最 近 で は 回 転 ド ラ ム を 高 速 回 転 す る 前 に ア ン バ ラ ン ス に よ る 異 常 振 動 を 検 出 し 、
安 全 で 運 転 効 率 の 高 い 脱 水 工 程 を 行 う よ う に す る 洗 濯 機 の 異 常 振 動 検 出 方 法 も あ る 。 そ の
方 法 は 、 回 転 ド ラ ム を 回 転 駆 動 す る 誘 導 モ ー タ と 、 前 記 誘 導 モ ー タ を 駆 動 す る イ ン バ ー タ
回 路 と を 備 え 、 前 記 回 転 ド ラ ム を 正 転 ・ 逆 転 さ せ る 洗 い 行 程 と 低 速 回 転 さ せ る バ ラ ン ス 行
程 と 高 速 回 転 さ せ る 脱 水 工 程 と を 順 次 連 続 し て 行 う 洗 濯 機 の 異 常 振 動 検 出 方 法 に お い て 、
前 記 バ ラ ン ス 行 程 の 開 始 と 同 時 に 前 記 イ ン バ ー タ 回 路 の 出 力 か ら 電 流 実 効 値 を 検 出 し 、 前
記 電 流 実 効 値 の 電 流 最 大 値 と 電 流 最 小 値 か ら 検 出 差 電 流 値 を 演 算 し 、 予 め 設 定 し た 過 振 動
電 流 設 定 値 と 比 較 し て 、 そ れ を 越 え る 場 合 に 過 振 動 検 出 電 流 値 と し て 過 振 動 警 告 と し て 出
力 す る 洗 濯 機 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ １ － ９ ８ ２ ８ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ６ － １ ７ ０ ０ ８ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た よ う な 構 成 で は 、 低 速 回 転 で バ ラ ン ス 取 り
行 程 を 行 う 場 合 に は 衣 類 の 張 り 付 き 方 に よ っ て 回 転 ド ラ ム に ア ン バ ラ ン ス が あ っ て も 、 機
械 的 振 動 の 振 幅 が 小 さ い た め 、 異 常 振 動 が 検 出 で き な い 。 そ し て 回 転 ド ラ ム を 高 速 回 転 し
た 時 に 初 め て 大 き な 振 動 と な り 、 異 常 振 動 を 検 出 す る こ と に な り 、 高 速 回 転 す る 前 に 異 常
振 動 が 発 生 す る か ど う か を 検 出 す る こ と は で き な か っ た 。 し た が っ て 、 異 常 振 動 が 発 生 し
て か ら 停 止 す る の で 衣 類 や 洗 濯 機 に 損 傷 を 与 え る 恐 れ が あ る と 共 に 、 回 転 ド ラ ム を 停 止 す
る ま で に 多 く の 無 駄 な 時 間 を 要 す る と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ た よ う な 構 成 で は 、 異 常 振 動 を 誘 導 モ ー タ の 電 流 実 効 値 で
間 接 的 に 推 定 す る 方 法 で あ り 、 衣 類 の ア ン バ ラ ン ス が 誘 導 モ ー タ の 電 流 実 効 値 に 現 れ 、 そ
の ア ン バ ラ ン ス 状 態 が 異 常 振 動 に つ な が る と い う 推 定 で 成 り 立 っ て い る 。 し か し 誘 導 モ ー
タ の 電 流 実 効 値 の 変 化 は 、 衣 類 の ア ン バ ラ ン ス に よ る も の 以 外 に 誘 導 モ ー タ の 軸 受 け や そ
の 他 の 機 械 的 な 要 素 に よ っ て 影 響 を 受 け 、 そ の バ ラ ツ キ を 踏 ま え た 上 で 過 振 動 電 流 設 定 値
と 比 較 し て 過 振 動 の 有 無 を 判 断 す る の で 、 必 要 以 上 に 過 振 動 警 告 を 出 し 、 回 転 ド ラ ム を 停
止 す る こ と が 多 く な る と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 が 目 的 と す る と こ ろ は 、 回 転 ド ラ ム を 内 包 し た 受 け 筒 の 振 動 お よ び 上 下 変 位 を 精
度 よ く 検 知 し 、 脱 水 工 程 で 異 常 振 動 が 起 き る よ う な 衣 類 の ア ン バ ラ ン ス に よ る 振 動 や 異 常
音 を 未 然 に 防 ぐ 洗 濯 機 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 の 洗 濯 機 は 、 衣 類 を 収 納 し 略 水 平 方 向 ま た は 傾 斜 方 向
に 回 転 中 心 軸 を 有 す る 回 転 ド ラ ム と 、 前 記 回 転 ド ラ ム を 回 転 自 在 に 内 包 し か つ 洗 濯 機 本 体
内 に 揺 動 可 能 に 支 持 さ れ た 受 け 筒 と 、 前 記 受 け 筒 を 支 持 す る 支 持 金 具 と 、 前 記 洗 濯 機 本 体
を 支 え る 洗 濯 機 底 部 と 、 前 記 回 転 ド ラ ム を 回 転 駆 動 す る モ ー タ と 、 前 記 支 持 金 具 と 前 記 洗
濯 機 底 部 と の 間 に 設 け ら れ 前 記 受 け 筒 の 振 動 を 検 知 す る 振 動 検 知 部 と 、 前 記 振 動 検 知 部 か
ら の 出 力 を 入 力 し 前 記 モ ー タ 等 を 制 御 す る 制 御 手 段 と を 備 え 、 前 記 振 動 検 知 部 は 、 少 な く
と も １ 次 巻 線 、 ２ 次 巻 線 お よ び 磁 性 体 と で 構 成 さ れ 、 前 記 １ 次 巻 線 は 、 所 定 の 電 圧 の 波 形
を 入 力 す る 波 形 入 力 回 路 が 連 結 さ れ 、 前 記 ２ 次 巻 線 は 、 第 １ の 出 力 検 出 回 路 部 を 介 し て 前
記 制 御 手 段 に 連 結 さ れ る と と も に 、 前 記 第 １ の 出 力 検 出 回 路 部 と 前 記 制 御 手 段 の 間 は 、 連
結 さ れ た そ の 一 部 を 分 岐 し 第 ２ の 出 力 検 出 回 路 部 を 介 し て 前 記 制 御 手 段 と 連 結 さ れ る よ う
に 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ れ に よ っ て 、 振 動 検 知 部 は 、 ２ 次 巻 線 が 、 第 １ の 出 力 検 出 回 路 部 を 介 し て 制 御 手 段 に
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連 結 さ れ る と と も に 、 第 １ の 出 力 検 出 回 路 部 と 制 御 手 段 の 間 に は 、 そ の 一 部 を 分 岐 し 第 ２
の 出 力 検 出 回 路 部 を 介 し て 前 記 制 御 手 段 と 連 結 さ れ る よ う に 構 成 し て い る の で 、 １ つ の ２
次 巻 線 に て 、 回 転 ド ラ ム を 内 包 し た 受 け 筒 の 振 動 お よ び 上 下 変 位 を 精 度 よ く 検 知 し 、 脱 水
工 程 で 異 常 振 動 が 起 き る よ う な 衣 類 の ア ン バ ラ ン ス に よ る 振 動 や 異 常 音 を 未 然 に 防 ぐ こ と
が で き る と と も に 、 回 転 ド ラ ム の 少 な い 下 へ の 沈 み 込 み に よ る 変 位 で も 、 第 ２ の 出 力 検 出
回 路 部 の 出 力 電 圧 に よ り 、 投 入 さ れ た 洗 濯 物 の 量 の 検 知 も 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 振 動 検 知 部 は 、 ２ 次 巻 線 が 、 第 １ の 出 力 検 出 回 路 部 を 介 し て 制 御 手 段
に 連 結 さ れ る と と も に 、 第 １ の 出 力 検 出 回 路 部 と 制 御 手 段 の 間 は 、 連 結 さ れ た そ の 一 部 を
分 岐 し 第 ２ の 出 力 検 出 回 路 部 を 介 し て 前 記 制 御 手 段 と 連 結 さ れ る よ う に 構 成 し て い る の で
、 １ つ の ２ 次 巻 線 に て 、 回 転 ド ラ ム を 内 包 し た 受 け 筒 の 振 動 お よ び 上 下 変 位 を 精 度 よ く 検
知 し 、 脱 水 工 程 で 異 常 振 動 が 起 き る よ う な 衣 類 の ア ン バ ラ ン ス に よ る 振 動 や 異 常 音 を 未 然
に 防 ぐ こ と が で き る と と も に 、 回 転 ド ラ ム の 少 な い 下 へ の 沈 み 込 み に よ る 変 位 で も 、 第 ２
の 出 力 検 出 回 路 部 の 出 力 電 圧 に よ り 、 投 入 さ れ た 洗 濯 物 の 量 の 検 知 も 行 う こ と が で き る の
で 、 安 価 で 使 用 勝 手 の よ い 洗 濯 機 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 衣 類 を 収 納 し 略 水 平 方 向 ま た は 傾 斜 方 向 に 回 転 中 心 軸 を 有 す る 回 転 ド ラ
ム と 、 前 記 回 転 ド ラ ム を 回 転 自 在 に 内 包 し か つ 洗 濯 機 本 体 内 に 揺 動 可 能 に 支 持 さ れ た 受 け
筒 と 、 前 記 受 け 筒 を 支 持 す る 支 持 金 具 と 、 前 記 洗 濯 機 本 体 を 支 え る 洗 濯 機 底 部 と 、 前 記 回
転 ド ラ ム を 回 転 駆 動 す る モ ー タ と 、 前 記 支 持 金 具 と 前 記 洗 濯 機 底 部 と の 間 に 設 け ら れ 前 記
受 け 筒 の 振 動 を 検 知 す る 振 動 検 知 部 と 、 前 記 振 動 検 知 部 か ら の 出 力 を 入 力 し 前 記 モ ー タ 等
を 制 御 す る 制 御 手 段 と を 備 え 、 前 記 振 動 検 知 部 は 、 少 な く と も １ 次 巻 線 、 ２ 次 巻 線 お よ び
磁 性 体 と で 構 成 さ れ 、 前 記 １ 次 巻 線 は 、 所 定 の 電 圧 の 波 形 を 入 力 す る 波 形 入 力 回 路 が 連 結
さ れ 、 前 記 ２ 次 巻 線 は 、 第 １ の 出 力 検 出 回 路 部 を 介 し て 前 記 制 御 手 段 に 連 結 さ れ る と と も
に 、 前 記 第 １ の 出 力 検 出 回 路 部 と 前 記 制 御 手 段 の 間 に は 、 そ の 一 部 を 分 岐 し 第 ２ の 出 力 検
出 回 路 部 を 介 し て 前 記 制 御 手 段 と 連 結 さ れ る よ う に 構 成 し た も の で 、 振 動 検 知 部 は 、 ２ 次
巻 線 が 、 第 １ の 出 力 検 出 回 路 部 を 介 し て 制 御 手 段 に 連 結 さ れ る と と も に 、 第 １ の 出 力 検 出
回 路 部 と 制 御 手 段 の 間 は 、 連 結 さ れ た そ の 一 部 を 分 岐 し 第 ２ の 出 力 検 出 回 路 部 を 介 し て 前
記 制 御 手 段 と 連 結 さ れ る よ う に 構 成 し て い る の で 、 １ つ の ２ 次 巻 線 に て 、 回 転 ド ラ ム を 内
包 し た 受 け 筒 の 振 動 お よ び 上 下 変 位 を 精 度 よ く 検 知 し 、 脱 水 工 程 で 異 常 振 動 が 起 き る よ う
な 衣 類 の ア ン バ ラ ン ス に よ る 振 動 や 異 常 音 を 未 然 に 防 ぐ こ と が で き る と と も に 、 受 け 筒 の
少 な い 下 へ の 沈 み 込 み に よ る 変 位 で も 、 第 ２ の 出 力 検 出 回 路 部 の 出 力 電 圧 に よ り 、 投 入 さ
れ た 洗 濯 物 の 量 の 検 知 も 行 う こ と が で き る と い っ た 、 安 価 で 使 用 勝 手 の よ い 洗 濯 機 を 提 供
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 の 振 動 検 知 部 の 出 力 の ２ 次 巻 線 は 、 入 力 の １ 次 巻 線 と
略 同 軸 状 に 配 さ れ 、 軸 状 の 磁 性 体 は 、 前 記 １ 次 巻 線 お よ び ２ 次 巻 線 を 貫 き 、 か つ 移 動 自 在
に 配 さ れ る よ う 構 成 し た も の で 、 磁 性 体 が 巻 線 に 対 し 相 対 的 に 移 動 す る こ と に よ り 、 ２ 次
電 圧 に 誘 起 さ れ る 電 圧 が 変 化 し 、 磁 性 体 の 変 位 と 電 圧 の 関 係 を 使 っ て 受 け 筒 の 変 位 を 知 り
得 る も の で あ り 、 さ ら に は １ 次 巻 線 や ２ 次 巻 線 の 巻 数 を 変 え る こ と に よ り 、 回 転 ド ラ ム の
変 位 と ２ 次 巻 線 の 出 力 と の 関 係 を も 変 え る こ と が で き る の で 、 洗 濯 機 自 身 の 仕 様 に 対 応 し
た 設 定 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ま た は 第 ２ の 発 明 の 第 １ の 出 力 検 出 回 路 部 は 、 整 流 回 路 と 平
滑 回 路 と を 有 し 、 第 ２ の 出 力 検 出 回 路 部 は 、 増 幅 回 路 と 平 滑 回 路 と を 有 す る よ う に 構 成 さ
れ た も の で 、 ２ 次 巻 線 の 出 力 を 第 １ の 出 力 検 出 回 路 部 で 振 動 出 力 電 圧 と し 、 そ の 振 動 出 力
電 圧 を 第 ２ の 出 力 検 出 回 路 部 に 導 い て 布 量 出 力 電 圧 と す る こ と に よ り 、 受 け 筒 の 少 な い 下
へ の 沈 み 込 み に よ る 変 位 で の 布 量 出 力 電 圧 は 、 布 量 の 検 知 に 適 し た 構 成 と す る こ と が で き
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る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ ～ 第 ３ の い ず れ か １ つ の 発 明 の 第 ２ の 出 力 検 出 回 路 部 を 構 成
す る 増 幅 回 路 の 回 路 電 源 電 圧 は 、 洗 濯 機 の 動 作 を 設 定 す る 入 力 設 定 手 段 に 使 わ れ る マ イ ク
ロ コ ン ピ ュ ー タ の 回 路 電 源 電 圧 よ り １ ． ５ Ｖ 以 上 高 い 電 圧 と な る よ う に 構 成 し た も の で 、
振 動 検 知 部 の ２ 次 巻 線 の 出 力 を 、 第 １ の 出 力 検 出 回 路 部 で 検 知 し て 振 動 出 力 電 圧 に し 、 そ
の 振 動 出 力 電 圧 を 第 ２ の 出 力 検 出 回 路 部 の 増 幅 回 路 で 増 幅 し て も 、 そ の 布 量 出 力 電 圧 は マ
イ コ ン の 回 路 電 源 電 圧 ま で 増 幅 し た 電 圧 を 得 る こ と が で き 、 布 量 の 分 解 能 を 高 め て 、 最 適
な 精 度 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の
形 態 に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 洗 濯 機 の 側 断 面 図 、 図 ２ は 、 同 洗 濯 機 の 振
動 検 知 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に お い て 、 回 転 ド ラ ム １ は 、 有 底 円 筒 形 に 形 成 さ れ 、 外 周 部 に 多 数 の 通 水 孔 ２ が 全
面 に 設 け ら れ て 、 受 け 筒 ３ 内 に 回 転 自 在 に 配 設 さ れ て い る 。 回 転 ド ラ ム １ に 回 転 軸 （ 回 転
中 心 軸 ） ４ が 設 け ら れ 、 回 転 ド ラ ム １ の 軸 心 方 向 は 正 面 側 か ら 背 面 側 に 向 け て 下 向 き に 傾
斜 さ せ て い る 。 こ の 回 転 軸 ４ に 、 受 け 筒 ３ の 背 面 に 取 り 付 け た モ ー タ ５ が 連 結 さ れ 、 モ ー
タ ５ に よ り 回 転 ド ラ ム １ が 正 転 、 逆 転 方 向 に 回 転 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 回 転 ド ラ ム １ の 内 壁 面 に は 、 複 数 個 の 突 起 板 ６ が 設 け ら れ て い る 。 受 け 筒 ３ の 正 面 側 の
上 向 き 傾 斜 面 に 設 け た 開 口 部 ３ ａ を 蓋 体 ７ に よ り 開 閉 自 在 に 覆 い 、 こ の 蓋 体 ７ を 開 く こ と
に よ り 、 衣 類 出 入 口 ８ を 通 し て 回 転 ド ラ ム １ 内 に 洗 濯 物 を 出 し 入 れ で き る よ う に な っ て い
る 。 ま た 、 蓋 体 ７ を 上 向 き 傾 斜 面 に 設 け て い る た め 、 使 用 者 は 洗 濯 物 を 出 し 入 れ す る 際 に
、 腰 を 屈 め る 具 合 を 少 な く し て 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 蓋 体 ７ の 上 側 に は 、 洗 濯 機 本 体 １ ０ の 運 転 コ ー ス 等 を 設 定 す る た め の 入 力 設 定 手 段 ９ が
設 け ら れ 、 洗 濯 機 本 体 １ ０ 内 の 前 面 の 下 部 に は 、 入 力 設 定 手 段 ９ か ら の 情 報 を 入 力 し て 、
そ の 情 報 を 基 に モ ー タ ５ な ど の 動 作 を 制 御 す る 制 御 手 段 １ １ が あ り 、 洗 濯 、 す す ぎ 、 脱 水
、 乾 燥 の 一 連 の 行 程 を 逐 次 制 御 す る マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ な ど か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 受 け 筒 ３ は 、 洗 濯 機 本 体 １ ０ か ら ば ね 体 １ ２ と ダ ン パ ー １ ３ に よ り 揺 動 可 能 に 吊
り 下 げ 支 持 さ れ て お り 、 受 け 筒 ３ の 下 部 に 排 水 経 路 １ ４ の 一 端 を 接 続 し 、 排 水 経 路 １ ４ の
他 端 を 排 水 弁 １ ５ に 接 続 し て 、 受 け 筒 ３ 内 の 洗 濯 水 を 排 水 で き る よ う に な っ て い る 。 ま た
、 受 け 筒 ３ の 下 部 に は 、 受 け 筒 ３ を 支 持 す る 支 持 金 具 １ ６ が 設 け ら れ て い る 。 そ の 支 持 金
具 １ ６ と 洗 濯 機 底 部 の 一 つ で あ る 洗 濯 機 底 板 １ ７ の 間 に 、 受 け 筒 ３ の 振 動 を 検 知 す る 振 動
検 知 部 １ ８ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 振 動 検 知 部 １ ８ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 巻 線 １ ９ と 磁
性 体 ２ ０ で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 洗 濯 機 の 振 動 検 知 部 の 断 面 図 で あ る 。 図 ３
に 示 す よ う に 、 振 動 検 知 部 １ ８ を 同 軸 状 の ２ つ の 巻 線 と 磁 性 体 で 構 成 す る も の で 、 具 体 的
に は 、 ２ つ の 巻 線 の う ち 、 内 側 の 巻 線 を 入 力 の １ 次 巻 線 ２ １ と し 、 外 側 の 巻 線 を 出 力 の ２
次 巻 線 ２ ２ と し 、 同 軸 状 の ２ つ の 巻 線 を 貫 く よ う に 軸 状 の 磁 性 体 ２ ０ を 内 蔵 し た 合 成 樹 脂
な ど 非 磁 性 体 の シ ャ フ ト ２ ３ で 構 成 し 、 磁 性 体 ２ ０ を 内 蔵 し た シ ャ フ ト ２ ３ が 軸 方 向 に 上
下 に 可 動 す る 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 シ ャ フ ト ２ ３ 内 の 磁 性 体 ２ ０ の 下 端 が １ 次 巻 線 ２ １ の 巻 線 の 範 囲 内 に 在 る と き の
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位 置 を 、 シ ャ フ ト ２ ３ の 上 下 振 動 の 基 準 位 置 と す る 。 ２ 次 巻 線 ２ ２ は １ 次 巻 線 ２ １ の 約 １
０ 倍 と し 、 磁 性 体 ２ ０ の 長 さ を ２ 次 巻 線 ２ ２ の 巻 幅 よ り 長 く し た 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 洗 濯 機 の 配 線 回 路 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ に お い て 、 振 動 検 知 部 １ ８ の １ 次 巻 線 ２ １ は 、 所 定 の 電 圧 の 波 形 を 入 力 す る 波 形 入
力 回 路 ２ ５ が 連 結 さ れ 、 ２ 次 巻 線 ２ ２ は 、 第 １ の 出 力 検 出 回 路 部 ２ ６ を 介 し て 制 御 手 段 １
１ に 連 結 さ れ る と と も に 、 第 １ の 出 力 検 出 回 路 部 ２ ６ と 制 御 手 段 １ １ の 間 に は 、 そ の 一 部
を 分 岐 し 第 ２ の 出 力 検 出 回 路 部 ２ ７ を 介 し て 制 御 手 段 １ １ と 連 結 さ れ る よ う に 構 成 し て い
る 。 ま た 、 第 １ の 出 力 検 出 回 路 部 ２ ６ は 、 整 流 回 路 と 平 滑 回 路 で 構 成 し 、 第 ２ の 出 力 検 出
回 路 部 ２ ７ は 、 増 幅 回 路 と 平 滑 回 路 で 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 制 御 手 段 １ １ は 、 洗 濯 機 の 動 作 を 設 定 す る 入 力 設 定 手 段 ９ に よ り 設 定 さ れ た 洗 濯 動 作 の
制 御 と モ ー タ ５ の 制 御 を 行 う 。 制 御 手 段 １ １ の 一 部 を 構 成 す る マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ （ 以
下 「 マ イ コ ン 」 と い う ） ２ ４ に 供 給 さ れ る マ イ コ ン 電 源 電 圧 （ 例 え ば 、 ５ Ｖ ） で 、 三 角 波
を 波 形 入 力 回 路 ２ ５ で 作 り 、 そ の 三 角 波 を １ 次 巻 線 ２ １ に 入 力 す る 。 そ れ に よ っ て 、 ２ 次
巻 線 ２ ２ か ら は 、 磁 性 体 ２ ０ の 位 置 に 応 じ た 出 力 が 第 １ の 出 力 検 出 回 路 ２ ６ に 出 力 さ れ る
。 そ の 後 、 ２ 次 巻 線 ２ ２ か ら の 出 力 は 、 整 流 回 路 と 平 滑 回 路 で 構 成 し た 第 １ の 出 力 検 出 回
路 ２ ６ で 整 流 、 平 滑 さ れ た 後 、 そ の 出 力 電 圧 が マ イ コ ン ２ ５ の Ａ ／ Ｄ 変 換 ポ ー ト ２ ８ ａ に
入 力 さ れ る 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 第 １ の 出 力 検 出 回 路 部 ２ ６ と 制 御 手 段 １ １ の 間 は 、 一 部 分 岐 さ れ て お り 、 第 １ の
出 力 検 出 回 路 ２ ６ で 整 流 、 平 滑 さ れ た 出 力 電 圧 は 、 増 幅 回 路 と 平 滑 回 路 で 構 成 し た 第 ２ の
出 力 検 出 回 路 ２ ７ で さ ら に 増 幅 、 平 滑 さ れ た 後 、 そ の 出 力 電 圧 が マ イ コ ン ２ ５ の Ａ ／ Ｄ 変
換 ポ ー ト ２ ８ ｂ に 入 力 さ れ る 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 図 ４ に お い て 、 洗 濯 機 の 動 作 を 設 定 す る 入 力 設 定 手 段 を 動 作 さ せ る マ イ コ ン ２ ４
の 回 路 電 源 電 圧 、 三 角 波 を 作 る た め の 波 形 入 力 回 路 ２ ５ に 入 力 さ れ る 回 路 電 源 電 圧 お よ び
第 １ の 出 力 検 出 回 路 部 ２ ６ を 構 成 す る 整 流 回 路 の 回 路 電 源 電 圧 を 例 え ば ５ Ｖ と し た 時 、 第
２ の 出 力 検 出 回 路 部 ２ ７ を 構 成 す る 増 幅 回 路 の 回 路 電 源 電 圧 を 、 マ イ コ ン ２ ４ の 回 路 電 源
電 圧 ５ Ｖ よ り １ ． ５ Ｖ 以 上 高 い 例 え ば ６ ． ５ Ｖ と す る 。 こ の こ と に よ り 、 振 動 検 知 部 １ ８
の ２ 次 巻 線 の 出 力 を 、 第 １ の 出 力 検 出 回 路 部 ２ ６ で 検 出 し た 振 動 出 力 電 圧 と し 、 そ の 振 動
出 力 電 圧 を 第 ２ の 出 力 検 出 回 路 部 ２ ７ の 増 幅 回 路 で 増 幅 す る 際 に 、 一 般 に オ ペ ア ン プ で 構
成 し た 増 幅 回 路 は 、 増 幅 率 を 高 く し て も 増 幅 回 路 の 回 路 電 源 電 圧 の 約 １ ． ５ Ｖ 低 い 電 圧 ま
で し か 出 力 で き な い が 、 本 発 明 で は 増 幅 回 路 の 回 路 電 源 電 圧 を 、 マ イ コ ン ２ ４ の 回 路 電 源
電 圧 ５ Ｖ よ り １ ． ５ Ｖ 以 上 高 い 例 え ば ６ ． ５ Ｖ と し て あ る の で 、 増 幅 後 の 布 量 出 力 電 圧 も
、 最 高 で マ イ コ ン ２ ４ の 回 路 電 源 電 圧 ５ Ｖ ま で に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ５ は 、 上 記 構 成 に よ る 振 動 検 知 部 １ ８ の 出 力 検 出 回 路 の 特 性 図 で 、 １ 次 巻 線 ２ １ の 入
力 を 一 定 と し 、 磁 性 体 ２ ０ を 内 蔵 し た シ ャ フ ト ２ ３ を 上 （ 伸 び 側 ） あ る い は 下 （ 圧 縮 側 ）
へ 移 動 さ せ た と き に お け る 、 シ ャ フ ト ２ ３ の 上 下 変 位 の 基 準 位 置 か ら の 変 位 量 と 、 第 １ の
出 力 検 出 回 路 ２ ６ （ 振 動 検 知 部 １ ８ の 出 力 を 整 流 平 滑 ） の 出 力 電 圧 お よ び 第 ２ の 出 力 検 出
回 路 ２ ７ （ 第 １ の 出 力 検 出 回 路 ２ ６ の 出 力 を 増 幅 平 滑 ） の 出 力 電 圧 と の 関 係 を 示 し て い る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 し た 振 動 検 知 部 １ ８ で の 第 １ の 出 力 検 出 回 路 ２ ６ お よ び 第 ２ の 出 力 検
出 回 路 ２ ７ の 動 作 、 作 用 は 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ 次 巻 線 ２ １ の 入 力 を 一 定 と し 、 磁 性 体 ２ ０ を 内 蔵 し た シ ャ フ ト ２ ３ の 動 き に よ る 変 位
量 と ２ 次 巻 線 ２ ２ に よ る 第 １ の 出 力 検 出 回 路 ２ ７ の 出 力 電 圧 と の 関 係 は 、 伸 び 側 約 １ ０ ｍ
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ｍ か ら 圧 縮 側 ４ ０ ｍ ｍ の 範 囲 で ほ ぼ 直 線 を 示 し て い る 。 伸 び 側 約 １ ０ ｍ ｍ か ら 圧 縮 側 ４ ０
ｍ ｍ の 範 囲 は 、 回 転 ド ラ ム １ に 衣 類 が 入 り 、 さ ら に 洗 濯 工 程 で 水 が 入 っ た 最 大 荷 重 ま で の
沈 み 込 む 変 位 量 範 囲 で あ る こ と に よ り 、 第 １ の 出 力 検 出 回 路 ２ ６ の 出 力 電 圧 は 振 動 の 検 知
に 適 し て い る 。 即 ち 、 検 知 範 囲 が 広 く 単 位 変 位 量 当 り の 電 圧 勾 配 が 小 さ く て も 良 い の で 、
一 連 の 洗 濯 行 程 の 中 で 特 に 脱 水 工 程 に お い て 優 れ た 振 動 の 検 知 が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ 次 巻 線 ２ １ の 入 力 を 一 定 に よ る 、 磁 性 体 ２ ０ を 内 蔵 し た シ ャ フ ト ２ ３ の 動 き に よ る 変
位 量 と ２ 次 巻 線 ２ ２ に よ る 第 １ の 出 力 検 出 回 路 ２ ６ の 出 力 電 圧 と の 関 係 は 前 述 し た が 、 第
２ の 出 力 検 出 回 路 ２ ７ の 出 力 電 圧 と の 関 係 は 、 増 幅 回 路 に よ り 第 １ の 出 力 検 出 回 路 ２ ６ の
出 力 を 電 圧 増 幅 さ れ 、 伸 び 側 約 １ ０ ｍ ｍ か ら 圧 縮 側 １ ０ ｍ ｍ の 範 囲 で ほ ぼ 直 線 を 示 し 、 約
１ ５ ｍ ｍ 圧 縮 側 で 最 大 値 に な っ て い る 。 伸 び 側 約 １ ０ ｍ ｍ か ら 圧 縮 側 １ ０ ｍ ｍ の 範 囲 は 、
回 転 ド ラ ム １ に 衣 類 が 入 っ た 時 に 沈 み 込 む 変 位 量 範 囲 で あ る こ と に よ り 、 第 ２ の 出 力 検 出
回 路 ２ ７ は 布 量 の 検 知 に 適 し て い る 。 即 ち 、 検 知 範 囲 が 狭 く て も 単 位 変 位 量 当 り の 電 圧 勾
配 が 大 き い の で 、 よ り 優 れ た 布 量 の 検 知 が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 扉 体 ７ を 開 い て 回 転 ド ラ ム １ 内 に 洗 濯 物 を 投 入 し 、 洗 濯 機 本 体 １ ０
の 正 面 側 上 部 に 設 け ら れ た 入 力 設 定 手 段 ９ か ら 運 転 コ ー ス の 選 択 入 力 や 運 転 開 始 入 力 を 行
う こ と に よ り 、 指 示 さ れ た 運 転 コ ー ス に 対 応 す る 運 転 動 作 を 開 始 し 、 制 御 手 段 １ １ の 制 御
に よ り 所 要 の 動 作 を 実 行 す る 。 こ の と き 、 回 転 ド ラ ム １ 内 に 投 入 さ れ た 洗 濯 物 の 量 は 、 洗
濯 物 の 投 入 時 に 、 受 け 筒 ３ の 位 置 が 下 方 向 に 沈 み 込 む こ と と な る 。 そ の 受 け 筒 ３ を 支 持 し
て い る 支 持 金 具 １ ６ と 、 洗 濯 機 底 板 １ ７ と の 間 に 振 動 を 検 知 す る 振 動 検 知 部 １ ８ を 取 り 付
け ら れ 、 し か も そ の 振 動 検 知 部 １ ８ は 複 数 の 巻 線 １ ９ と 磁 性 体 ２ ０ で 構 成 し て お り 、 複 数
の 巻 線 １ ９ を 洗 濯 機 底 板 １ ７ に 固 定 し 、 磁 性 体 ２ ０ を 受 け 筒 ３ に 取 り 付 け た 支 持 金 具 １ ６
に 固 定 し て い る の で 、 受 け 筒 ３ の 下 方 向 へ の 沈 み 込 み に 対 応 し て 磁 性 体 ２ ０ が 下 方 向 へ 移
動 し 、 そ の 移 動 に 応 じ て 第 ２ の 出 力 検 出 回 路 ２ ７ の 出 力 電 圧 が 変 化 す る 。 こ の と き 、 第 ２
の 出 力 検 出 回 路 ２ ７ の 出 力 電 圧 と 洗 濯 物 の 量 と の 関 係 を 予 め 決 め て お く こ と で 、 第 ２ の 出
力 検 出 回 路 ２ ７ の 出 力 電 圧 の 変 化 量 か ら 、 投 入 さ れ た 洗 濯 物 の 量 を 検 知 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 制 御 手 段 １ １ は 、 投 入 さ れ た 洗 濯 物 の 量 に 対 応 し て 洗 濯 水 の 量 あ る い は 洗 濯 工 程 の 時 間
等 を 決 定 し 、 順 次 、 洗 濯 物 の 量 に 合 っ た 洗 濯 動 作 を 進 行 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て 、 洗
濯 工 程 か ら 脱 水 工 程 に い た る 時 、 回 転 ド ラ ム １ 内 に は 洗 濯 工 程 を 終 え て 水 を 含 ん だ 衣 類 が
入 っ て お り 、 こ れ ら を 脱 水 す る た め に 回 転 ド ラ ム １ を 回 転 す る が 、 衣 類 の 種 類 や 生 地 あ る
い は 形 状 に よ り 、 衣 類 が 脱 水 工 程 の 回 転 運 動 に 対 し 、 ア ン バ ラ ン ス に な っ た 場 合 、 回 転 ド
ラ ム １ が 振 動 し 、 そ れ を 内 包 し て い る 受 け 筒 ３ も 振 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の と き 、 受 け 筒 ３ の 振 動 に 対 応 し て 磁 性 体 ２ ０ が 上 下 運 動 し 、 そ の 変 位 に 応 じ て 第 １
の 出 力 検 出 回 路 ２ ６ の 出 力 電 圧 が 変 化 す る の で 振 動 を 検 知 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ し て 、 振 動 検 知 部 １ ８ で 検 出 し た 振 動 レ ベ ル に 応 じ て 、 入 力 設 定 手 段 ９ に よ り あ ら か
じ め 設 定 さ れ た 一 連 の 洗 濯 動 作 を 制 御 し て い る 中 で 、 脱 水 工 程 に お い て 、 制 御 手 段 １ １ を
用 い て 、 振 動 レ ベ ル が 軽 微 で あ る と 判 断 す れ ば 、 モ ー タ ５ の 最 高 回 転 速 度 を 落 と す 動 作 を
行 う こ と で 、 定 常 脱 水 回 転 時 の 振 動 や 騒 音 を 低 減 し た り 、 ま た 、 振 動 レ ベ ル が 異 常 の レ ベ
ル で あ る と 判 断 す れ ば 、 モ ー タ ５ の 回 転 を 停 止 し た り 、 あ る い は 、 一 旦 モ ー タ ５ の 回 転 を
停 止 し た 後 、 再 び 回 転 を 低 回 転 か ら や り 直 す こ と に よ り 衣 類 の ア ン バ ラ ン ス を 解 消 す る 動
作 を 行 う 。 そ の 結 果 、 回 転 ド ラ ム １ な ど の 異 常 振 動 や 異 常 騒 音 を 未 然 に 抑 え る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 図 ３ で は 、 内 側 の 巻 線 を 入 力 の １ 次 巻 線 ２ １ と し 、 外 側 の 巻 線 を 出 力 の ２ 次 巻 線
２ ２ と し て 、 同 軸 状 に 巻 線 を 軸 状 の 磁 性 体 ２ ０ の 外 側 に 配 置 し て い る が 、 図 ６ の よ う に 軸
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状 の 磁 性 体 ２ ０ の 外 側 に 上 を １ 次 巻 線 ２ １ と し 、 下 を ２ 次 巻 線 ２ ２ と し て 並 列 状 に 配 置 し
て も 、 あ る い は 逆 に 下 を １ 次 巻 線 ２ １ と し 、 上 を ２ 次 巻 線 ２ ２ と し て 並 列 状 に 配 置 し て も
、 磁 性 体 ２ ０ を 内 蔵 し た シ ャ フ ト ２ ３ が 軸 方 向 に 上 下 に 可 動 す る こ と に よ り 、 ２ 次 巻 線 ２
２ に 電 圧 を 誘 起 す る の で 、 巻 線 を 同 軸 状 に 配 置 し た も の と 同 じ 作 用 を し 、 同 じ 効 果 を 得 る
こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 １ 次 巻 線 ２ １ ま た は ２ 次 巻 線 ２ ２ の 巻 数 を 変 え た り 、 第 ２ の 出 力 検 出 回 路 ２ ７ の
増 幅 率 を 変 え た り す る こ と に よ り 、 第 １ の 出 力 検 出 回 路 ２ ６ の 出 力 電 圧 を 振 動 の 検 出 、 お
よ び 第 ２ の 出 力 検 出 回 路 ２ ７ の 出 力 電 圧 を 布 量 の 検 出 に お い て 、 洗 濯 機 の 仕 様 そ の も の に
よ っ て 異 な る 変 位 量 と 出 力 電 圧 の 関 係 を 最 適 な 特 性 で 使 う こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 構 成 に お い て 振 動 検 知 部 を 、 入 力 の １ 次 巻 線 と 、 前 記 １ 次 巻 線 と 同 軸 状 に 配 さ れ た
出 力 の ２ 次 巻 線 と 、 前 記 ２ つ の 巻 線 を 貫 く よ う に か つ 移 動 自 在 に 配 さ れ た 軸 状 の 磁 性 体 で
構 成 す る の が 好 適 で 、 入 力 の １ 次 巻 線 と 出 力 の ２ 次 巻 線 と の 結 合 が 良 く 、 ま た 巻 線 を 貫 き
か つ 移 動 自 在 に 配 さ れ た 軸 状 の 磁 性 体 で 、 巻 線 と 磁 性 体 の 位 置 関 係 か ら 出 力 の ２ 次 電 圧 を
精 度 良 く 誘 起 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 通 常 、 洗 濯 物 の 量 を 検 知 す る と と も に 脱 水 工 程 時 の 受 け 筒 ３ の 振 動 振 幅 を 検 知 す
る た め に は 、 受 け 筒 ３ の 微 小 な 動 き を 検 知 し て 投 入 さ れ た 洗 濯 物 の 量 を 検 知 す る た め の 仕
様 を 有 す る 巻 線 と 、 受 け 筒 の 大 き な 動 き を 検 知 し て 脱 水 工 程 時 の 受 け 筒 ３ の 振 動 振 幅 を 検
知 す る た め の 仕 様 を 有 す る 巻 線 と を 、 そ れ ぞ れ 個 別 に ２ 個 の 巻 線 を 設 け る と い っ た 高 価 な
手 段 も 考 え ら れ る が 、 本 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 振 動 検 知 部 １ ８ の ２ 次 巻 線 ２ ２ の 出 力
を 、 第 １ の 出 力 検 出 回 路 部 ２ ６ で 検 出 し た 後 、 そ の 出 力 を さ ら に 第 ２ の 出 力 検 出 回 路 部 ２
７ で 検 出 す る 構 成 す る こ と に よ り 、 １ つ の ２ 次 巻 線 ２ ２ に 誘 起 し た ２ 次 電 圧 を 、 ２ つ の 出
力 電 圧 に す る こ と が 可 能 と な る の で 、 １ つ の ２ 次 巻 線 ２ ２ に て 、 回 転 ド ラ ム １ を 内 包 し た
受 け 筒 ３ の 振 動 お よ び 上 下 変 位 を 精 度 よ く 検 知 し 、 脱 水 工 程 で 異 常 振 動 が 起 き る よ う な 衣
類 の ア ン バ ラ ン ス に よ る 振 動 や 異 常 音 を 未 然 に 防 ぐ こ と が で き る と と も に 、 受 け 筒 ３ の 少
な い 下 へ の 沈 み 込 み に よ る 変 位 で も 、 第 ２ の 出 力 検 出 回 路 部 の 出 力 電 圧 に よ り 、 投 入 さ れ
た 洗 濯 物 の 量 の 検 知 も 行 う こ と が で き る と い っ た 、 安 価 で 使 用 勝 手 の よ い 洗 濯 機 を 提 供 す
る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 洗 濯 機 は 、 受 け 筒 の 振 動 を 振 動 検 知 部 で 直 接 的 に 検 知 し
、 脱 水 工 程 で の 異 常 振 動 が 起 き る よ う な 衣 類 の ア ン バ ラ ン ス で の 振 動 や 異 常 音 を 未 然 に 防
ぐ こ と が 可 能 に な り 、 同 時 に 、 回 転 ド ラ ム 内 の 衣 類 の 布 量 の 検 知 も す る こ と が 可 能 と な る
の で 、 衣 類 の 洗 濯 、 脱 水 機 能 を 有 し た 家 庭 用 、 業 務 用 の 洗 濯 機 等 に き わ め て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 洗 濯 機 の 側 断 面 図
【 図 ２ 】 同 洗 濯 機 の 振 動 検 知 部 の 斜 視 図
【 図 ３ 】 同 洗 濯 機 の 振 動 検 知 部 の 断 面 図
【 図 ４ 】 同 洗 濯 機 の 振 動 検 知 部 の 配 線 回 路 図
【 図 ５ 】 同 洗 濯 機 の 振 動 検 知 部 の 出 力 検 出 回 路 部 の 特 性 図
【 図 ６ 】 同 洗 濯 機 の 他 の 形 態 の 振 動 検 知 部 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 １ 　 回 転 ド ラ ム
　 ３ 　 受 け 筒
　 ５ 　 モ ー タ
　 １ ０ 　 洗 濯 機 本 体
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　 １ １ 　 制 御 手 段
　 １ ６ 　 支 持 金 具
　 １ ７ 　 洗 濯 機 底 板 （ 洗 濯 機 底 部 ）
　 １ ８ 　 振 動 検 知 部
　 ２ ０ 　 磁 性 体
　 ２ １ 　 １ 次 巻 線
　 ２ ２ 　 ２ 次 巻 線
　 ２ ５ 　 波 形 入 力 回 路
　 ２ ６ 　 第 １ の 出 力 検 出 回 路 部
　 ２ ７ 　 第 ２ の 出 力 検 出 回 路 部 10
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【 図 １ 】
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